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　はじめに

テンジクダイ科魚類 Apogonidaeは，日本から

26 属 102 種 が 報 告 さ れ て い る（Yoshida and 

Motomura, 2018；馬渕・吉田，2018；Yoshida et 

al., 2018a, b）．そのうちセホシテンジクダイ

Ostorhinchus moluccensis (Valenciennes, 1832) は，

鹿児島県において大隅諸島屋久島から記録されて

おり（Yoshida et al., 2010；林，2013），イナズマ

ヒカリイシモチ Siphamia argentea Lachner, 1953

は，鹿児島県において大隅半島内之浦，大隅諸島

屋久島，および奄美群島奄美大島から記録されて

いた（Yoshida et al., 2010；林，2013；吉田ほか，

2016）．薩摩半島で撮影されたテンジクダイ科魚

類の水中写真が，それぞれセホシテンジクダイと

イナズマヒカリイシモチに同定された．これらの

写真は，両種の薩摩半島から初めての記録となる

ため，ここに報告する．

　材料と方法

写真から明瞭にわかる形質の計数を行った．本

報告に用いた水中写真は，鹿児島大学総合研究博

物館の画像データベース（KAUM–II）に登録さ

れている．本報告中で用いた研究機関略号は以下

の通り：KAUM（鹿児島大学総合研究博物館）；

KPM（神奈川県生命の星・地球博物館）．

　結果と考察

Ostorhinchus moluccensis (Valenciennes, 1832)

セホシテンジクダイ　（Fig. 1）

写真　KAUM–II. 65，鹿児島県南さつま市坊津

町平崎，水深 15 m，1999年 10月 3日，山田守彦．

分布　Ostorhinchus moluccensisはインド・西太

平洋に分布する（Allen and Erdmann, 2012）．日本

国内では和歌山県白浜（林，2013；KPM-NI 

80572），愛媛県愛南（高木ほか，2010；林，

2013），薩摩半島平崎（本研究），大隅諸島屋久島

（Yoshida et al., 2010；林，2013），沖縄諸島沖縄島

（KPM-NI 97538），慶良間諸島座間味島（林・矢野，

1996）および八重山諸島西表島（林・矢野，

1996；林，2013）から記録されている．

備考　薩摩半島平崎で撮影された水中写真は，

吻端から眼を通り，体側中央をはしる金褐色線が

あること，体側下方に金褐色を呈する 4本の横帯

があること，第 2背鰭基底後端に 1白色斑を有す

ることから，林（2013）が示したセホシテンジク

ダイ Ostorhinchus moluccensisの標徴とよく一致し

た．

水深 15 mほどの砂地にある初夏に設置された

イカ柴の残骸の隙間で数匹のセホシテンジクダイ

が観察されており，ペアを形成し，求愛行動も観

察された．セホシテンジクダイは，薩摩半島平崎

テンジクダイ科魚類 2 種の水中写真に基づく
鹿児島県薩摩半島からの記録
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ではこの水中写真が撮影された約 1カ月後にも観

察されたが，この年以外では見つかっていない．

したがって，本種は黒潮によって偶発的に薩摩半

島沖に来遊したものと考えられる．

Siphamia argentea Lachner, 1953

イナズマヒカリイシモチ　（Fig. 2）

写真　KAUM–II. 66，鹿児島県南さつま市坊津

町網代，水深 25 m，2017年 10月 20日，山田守彦．

分布　Siphamia argenteaは西太平洋に分布する

（Gon and Allen, 2012；Gon et al., 2014）．日本国内

では高知県柏島（林ほか，1994；林，2013），愛

媛県愛南（高木ほか，2010），薩摩半島網代（本

研究），大隅半島内之浦（吉田ほか，2016），大隅

諸島屋久島（Yoshida et al., 2010；林，2013），奄

美群島奄美大島（吉田ほか，2016），沖縄諸島沖

縄島（林，2013）・久米島（KPM-NI 85304）・水

納島（林，2013；KPM-NI 36365）から記録され

ている．

備考　薩摩半島網代で撮影された水中写真は，

背鰭条数が VII-I, 9であること，臀鰭条数が II, 8

であること，腹鰭条数が I, 5であること，体色の

地色が銀白色を呈し，体側に不規則な金褐色の雲

状斑を有することから，林（2013）や吉田ほか

（2016）が示したイナズマヒカリイシモチ Sipha-

mia argenteaの標徴とよく一致した．

イナズマヒカリイシモチは薩摩半島網代では

水深 20–40 mの岩礁域で周年観察されるが，冬は

個体数が減少する．また，6月頃から本種の幼魚

が見られる（米永　茂氏，私信）．
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Fig. 1. Underwater photograph of Ostorhinchus moluccensis (off 
Hirasaki, Satuma Peninsula, Kagoshima, Japan, 15 m depth, 3 
October 1999). Photo by M. Yamada.

Fig. 2. Underwater photograph of Siphamia argentea (off 
Amishiro, Satuma Peninsula, Kagoshima, Japan, 25 m depth, 
20 October 2017). Photo by M. Yamada.
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